	数学Ⅱ　2次関数とそのグラフ
	日時：平成17年6月8日（水）

	対象：高校1年A組 習熟度別クラス(女子10名)

場所：普通教室
	使用ソフト：Grapes　

形態：教師提示

	〔目標〕　
（1） y=ax2のグラフとy=a(x+p)2のグラフとの関係を，x軸方向への-p平行移動という見方から理解する。

	〔指導時間〕
１時間　　　　y=ax2のグラフとy=ax2+qのグラフ

１時間(本時)　y=a(x+p)2のグラフ

１時間　　　　y=a(x+p)2+qのグラフと平行移動

１時間　　　　y=ax2+bx+cのグラフと平方完成

	〔コンピュータを活用するねらい〕
（１）　pを変化させたときの，y=a(x+p)2のグラフの位置の変化を調べる。
（２）　pを変化させたときのy=a(x+p)2のグラフから，y=ax2のグラフとの関係を見つける。

	〔準備〕
　PC，プロジェクター，Grapesファイル，グラフ用紙


	時間
	授業内容・活動
	留意点

	25分
	１．y=a(x+p)2のグラフ

(1)　y=a(x+p)^2.gpsを開き，pを変化させたときの，y=a(x+p)2のグラフの位置の変化を調べる｡(教Grapes)

　(2)　pを+1,+2,+3,･･･と正の数に変化させると，y=ax2のグラフはpの符号とは逆方向の負の方向に，-1,-2,-3,･･･と移動してしまうことを観察する。 (教Grapes・生徒)

(3) 　何故，pの符号と逆方向にグラフが移動するのかを考えさせて，理由を説明する。（教師・生徒）

(4) 　y= a(x+p)2のグラフは，y=ax2のグラフをx軸方向に-p平行移動したグラフであることを確認し，平行移動，軸，頂点を板書してまとめる。(教師)
	・（注1）の指摘により，生徒の理解のし易さを今までと比較するため，y=a(x+p)2の形で導入することにした。

・(3)は，移動後の頂点のxy座標の値を考えることから，説明を行った。

	25分
	２．問い(y=a(x+p)2の軸，頂点を求め，グラフをかけ。)を解く。
(1) 頂点をx軸方向に-p移動して，移動した頂点の位置からy=ax2のグラフを描くよう説明する。(教Grapes・板書) 
(2) Grapesでグラフを描き黒板に映して，書き方を説明してグラフの形を確認する。 (教師)


	・(教Grapes・板書)は，プロジェクターで黒板に映しだされたグラフにチョークで説明の書き込みをすること。

・Grapesで答だけを映すのではなく，描く過程を説明する。


(注1)　今回は，神奈川県立神奈川総合高等学校　石谷優行先生の，シグマ・ジャーナルNo.29（文英堂）『GRAPESの私なりの｢ツボ｣～「数学Ⅰ」の2次関数に焦点をあてて～』における，最初にy=a(x+p)2とかっこの中を+pとおく方法で実践をしました。
